
三
年 

現
代
文
Ｂ 

自
習
課
題
④
解
答 

 
 
 
 
 

三
年
（ 

 
 
 
 

）
組
（ 

 
 
 
 

）
番
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
「
最
初
の
ペ
ン
ギ
ン
」 

 

教
科
書
ｐ
１
９
０
～
ｐ
１
９
７ 

筆
者
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 

 

第
四
段
（
ｐ
１
９
５ 

８
行
目
～
ｐ
１
９
６ 

終
わ
り
） 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー 

 
 
 

確
実
な
（
① 

前
提
条
件 

 

）
か
ら
既
に
確
立
し
た
（
②
ル
ー
ル 

 
 

）
に
従
っ
て
、
論
理
的
な
（
③
演
繹 

 
 

）
を
積
み
重
ね
て
い
く
。 

 
 
 
 
 

↓ 

 
 
 

新
し
い
も
の
を
生
み
出
せ
な
い
。 

 
 
 
 

（
＝
④
創
造 

 
 

） 

  

（
④
創
造 

 
 
 

）
的
な
人 

 
 
 

（
⑤
未
知 

 
 

）
の
も
の
へ
の
好
奇
心 

 

 
 
 

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
創
り
出
す 

 
 
 
 
 
 
 

（
＝
創
造
の
（
⑥
醍
醐
味 

 
 
 
 
 

）） 

 
 
 
 

（
例
）
ラ
イ
ト
兄
弟 

（
⑦
飛
行
機 

 
 
 
 

）
を
発
明 

 

「
創
造
」
と
は 

 
 
 

そ
れ
が
な
か
っ
た
状
態 

 
 
 
 
 
 

↓
ジ
ャ
ン
プ
・
・
・
め
く
る
め
く
よ
う
な
（
⑧
未
来 

 

）
感
覚 

 
 
 

そ
れ
が
出
現
し
た
状
態 

 
 
 
 
 

（
⑤
未
知 

 

）
の
世
界
（
←
何
が
待
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
） 

 

問
題 

問
１ 

本
文
は
「
創
造
」
の
醍
醐
味
に
触
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
感
覚
を
説
明
し
て
い
る
。 

 
 
 

（
① 

 
 
 
 
 

）
～
（
⑧ 

 
 
 
 
 

）
に
本
文
中
か
ら
適
当
な
語
句
を
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。 

問
２ 

「
演
繹
」（
ｐ
１
９
５ 

１
０
行
目
）
の
読
み
と
意
味
を
確
認
し
、
対
義
語
で
あ
る
「
帰
納
」
の
読
み
と
意
味
も
調
べ
よ
。（
キ
ー
ワ
ー
ド
ｐ
１
０
１
参
照
） 

 
 
 

「
演
繹
」（
読
み 

え
ん
え
き 

 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 

 

（
意
味
）
一
般
的
法
則
か
ら
個
別
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
。 

  
 
 

「
帰
納
」（
読
み 

き
の
う 

 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
(

意
味
）
具
体
的
な
事
例
か
ら
一
般
的
法
則
を
導
き
出
す
こ
と
。 

 

問
３ 

「
醍
醐
味
」
（
ｐ
１
９
５ 

１
５
行
目
）
の
読
み
と
意
味
を
確
認
し
な
さ
い
。 

 
 
 

「
醍
醐
味
」
（
読
み 

だ
い
ご
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
意
味
）
物
事
の
本
当
の
面
白
さ 

最
高
の
味
わ
い 

 

問
４ 

「
ラ
イ
ト
兄
弟
」
（
ｐ
１
９
６ 

１
行
目
）
は
ど
う
い
う
こ
と
の
例
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
か
。 

 
 
 
 

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
、
今
ま
で
出
現
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
創
り
出
し
こ
と
。 

 

   

問
５ 

「
め
く
る
め
く
よ
う
な
「
未
来
感
覚
」」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
感
覚
か
。 

 
 

 

ま
だ
見
ぬ
未
来
に
対
し
て
、
不
安
と
期
待
が
入
り
交
じ
っ
た
、
め
ま
い
を
お
こ
す
よ
う
な
感
覚 

   

問
６ 

こ
の
文
章
全
体
を
通
じ
て
、
筆
者
は
ど
う
い
う
こ
と
を
読
者
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
。 

 
 

 
 

 

不
確
実
な
状
況
下
で
も
、
感
情
に
支
え
ら
れ
た
直
観
で
判
断
し
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
創
造
に
つ
な
が
る
、
め
く
る
め
く
感
覚
を
体
験
し
て
ほ
し
い
。 

 


